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研究要旨 

疫学的研究のレビューにより、認知症の日常生活自立の悪化因子を探索した。認知症高

齢者の日常生活自立度悪化について統計学的分析した縦断的研究を Pubmed で検索し

400 文献から ADL または IADL の低下を報告した 22 文献を抽出できた。多くの研究は

MMSE10 点以上の中等度より軽度の認知症を対象としており、人口社会学的要因（年

齢・学歴・性別・独居）や疾病の特徴（低い認知機能・長い罹病歴の他に、薬剤（抗う

つ剤・抗不安薬・抗精神薬）と BPSD（無気力、うつ、食欲変化、行動異常、幻覚）等

が悪化要因であった。論文の２／３が AD を対象としており、軽度から最軽度の AD を

対象とした研究ではバイオマーカー（脳脊髄液の Tau 蛋白と PET での Aβ陽性や Tau
蛋白）が悪化要因であった。LBD（２論文）と VD（１論文）の悪化要因は、それぞれ

栄養低下と無気力を悪化要因として報告していた。 
 

A.研究目的 
先行研究のレビューにより、認知症の日常

生活自立の悪化因子を要介護度の悪化因子

との比較で明らかにする。 
 
B.研究方法  
系統的レビューによる文献調査である。

Pubmed で、認知症と ADL または IADL 低

下と縦断研究をキーワードに 2025 年 3 月

10 日までに出版された全論文を対象に検

索し、ヒットした 400 論文を対象とした。

日常生活自立の悪化因子を前向きに調べた

研究を抽出し、認知症病型別・認知症重症度

別にまとめた。（倫理面への配慮）文献調査

なので特にない。 

 
C.研究結果 
22 論文が、ADL または IADL の悪化因子

を前向きに研究で報告していた。研究対象

としていた認知症病型は、Alzheimer’s 
disease (AD)が 14 論文、AD または AD 関

連疾患（AD と血管型認知症の合併など）

が 3 論文、血管型認知症（VD）が 1 論

文、Lewy Body dementia (LBD)が 2 論

文、認知症類型を報告していない研究が４

論文であった。認知機能低下の重症度別で

は、very mild to mild dementia が 5 論

文、mild to moderate が 8 論文、1 論文が

moderate to severe、重症度の情報が不足

しているものが 8 論文あった。ADL 低下
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を取り扱っている論文が 14 論文、IADL
低下を取り扱っている論文が 8 論文であっ

た。ADL/IADL 別・認知症類型別・重症

度別のリスク要因を表にまとめた（表１と

表２）。 
 

 
 

 
 

D.考察 
先行研究のほとんどが、中等度より軽度

の認知症を対象としており、人口社会学的

要因（年齢・学歴・性別・独居）や疾病の

特徴（低い認知機能・長い罹病歴の他に、

薬剤（抗うつ剤・抗不安薬・抗精神薬）と

BPSD（無気力、うつ、食欲変化、行動異

常、幻覚）等が悪化要因であった。論文の

２／３が AD を対象としており、軽度から

最軽度の AD を対象とした研究ではバイオ

マーカー（脳脊髄液の Tau 蛋白と PET で

の Aβ陽性や Tau 蛋白）が悪化要因であ

った。LBD（２論文）と VD（１論文）の

悪化要因は、それぞれ栄養低下と無気力を

悪化要因として報告していた。 
 
 

E．結論 
中等度より軽い AD を中心に ADL/IADL

低下のリスク要因の研究が進んでいた。介

入可能な主なリスク要因は、薬剤（抗うつ剤

等）と BPSD（無気力など）であった。LBD
と VD においては栄養低下と無気力が介入

可能な悪化要因として浮かびあがったが、

特に研究数が少ないので解釈に注意が必要

である。 
 
 
F. 研究発表 
1.  論文発表 
Ichii, S., Oba, H., Sugimura, Y., Yang, Y., 

Shoji, M., & Ihara, K. (2024). A 
Longitudinal Study of CogEvo’s 
Prediction of Cognitive Decline in 
Older Adults. Healthcare, 12(14), 
1379. 
https://doi.org/10.3390/healthcare121
41379 

 
Oba, H., Kanda, A., Ihara, K. et al. How 

do apathetic and depressive 

表１ ADL低下のリスク要因

軽症から重症
（認知機能レベルの情報が

ない研究）
中等度～
重度低下

軽度～
中等度低下

最軽度∼
軽度低下

Dementia
（病型別の
分析を伴わ
ない研究）

低い認知機能、長い入所期
間、配偶者有、視力障害、
焦燥、アパシー
・認知症薬を使わないこと
（認知症薬は関係しないと
いう研究もある）
・抗うつ剤を使わないこと
（抗うつ薬は予防効果有と
いう研究もある）
・抗不安薬を使わないこと
・ 向精神薬は女で予防的
効果
・気分安定薬は女で予防効
果有

低い認知機能

AD  +
AD related
Dementia

年齢

AD 年齢、男、低い認知機能、
認知機能低下, 精神病症状
の増加

年齢、長い教育
歴、低い認知機
能、 うつ・不
安、高い血清銅値

男、短い教育
歴、低い認知機
能、アパシー、
食欲異常、異常
行動、

VaD 低い認知機能

認知機能レベル

表２ IADL低下のリスク要因

（認知機能レベルの情報が
ない研究）

中等度～
重度低下

軽度～
中等度低下

最軽度∼
軽度低下

Dementia
（病型別の
分析を伴わ
ない研究）

AD  +
AD related
Dementia
AD 年齢、男、低い認知機能、

認知機能低下、うつ症状の
増加、常同行為の増加、
amyloid陽性（PETまたは
脳脊髄液）

年齢、長い教育
歴、一人暮らし、
低い認知機能、認
知機能低下  アパ
シーの持続、高い
血清銅値、脳脊髄
液の高いリン酸化
タウ濃度

男、低い認知機
能、アパシー、
食欲異常、異常
行動、幻覚、側
頭・頭頂・前頭
領域でのTauの
蓄積

VaD アパシー

認知機能レベル
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symptoms relate to functional 
capacity? A cross-sectional survey 
among community-dwelling middle-
aged and older adults in Japan. BMC 
Public Health 24, 3171 (2024). 
https://doi.org/10.1186/s12889-024-
19091-8 
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